　　　ご挨拶
　　　　　　　　　　　　　　　　櫻山神社創建150年記念事業実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　林　　眞一郎

　文久三年下関に入った高杉晋作は、奇兵隊を結成すると共に、いずれ死に行く同志の為 弔魂場（招魂場）建設を」提唱、翌元治元年に完成、五卿の提唱による拝殿が慶応元年に竣工をみた。八月六日催行された創建祭に、高杉晋作は軍装にて隊士を伴い吉田の駐屯地より隊列を組み櫻山神社に参拝しました。　
現在下関市が維新150年(2018年)を目指して施策を進めている事も鑑み、所謂
『下関維新祭り』への発展も願い、櫻山神社総代会は150年記念事業として神社を起点とする維新志士行列催行を実施することと致しました。
企画立案にあたり、一昨年、十月縁あって萩市を訪れ『時代祭り』を拝見した際の『大名行列』を、「是非下関に誘致」と考え、結果実現をみたことは本当に有難いことでした。因みに、大名行列は昭和33年関門トンネル開通イベントで来関されてより57年振りの来関となりました。

　併せて、前日19日　子供向け・大人向けに維新をテーマとした勉強会・フォーラム、櫻山神社創建150年記念式典（その中で直木賞作家 古川薫氏の記念講話催行）・レセプションの開催等を決定しました。
9月１９～20日の本番、多くのメッセージが発信されました。
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19日「こども維新講座≪高杉晋作の志≫」「維新下関フォーラム≪幕末維新をかえりみる≫」「記念式典　記念講演　古川薫≪高杉晋作の死生観≫」を通して参加者の皆様と　維新発祥の地 下関～櫻山神社の位置づけ、松陰先生が高杉晋作によせた「死んで大業を残せるとしたら何時でも死になさい、生きて大業をなせるとしたら生きなさい」の言葉を胸に、途中の艱難は避け、『功山寺に決起し、藩論を一新、討幕へ』にかけた晋作の生き方に思いを馳せました。20日、『萩大名行列』と共に、維新志士行列・こども奇兵隊行列が颯爽と櫻山神社を出発、途中　大名行列　一本槍・草履 舞 を披露しながら海峡ゆめ広場を目指しました。ゆめ広場では、維新物産展ブース前で締め括りの舞をご覧いただき、無事パレードを納めさせて頂きました。
夕刻、櫻山神社境内にて『夜明かし談義』と銘うって余韻と維新よもやま話に花を咲かせました。
聊か残念なのは、初回と言うこともあり告知が充分行き届かなかったことでしょうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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10月18日この上ない秋晴れの下、早朝より境内に子供たちの弾む声が響きます。櫻山神社創建150年記念事業の一環として、50年前まで境内で開催されていた剣道大会を下関市剣道連盟の御協力で久々に復活。秋季例大祭祭事の後、午前十時より開会式を開催、個人戦・団体戦を行いました。出場選手の内、何人かは9月維新志士行列にも少年剣士として参加頂きました。　　　　
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櫻山神社招魂場は下関市より文化財指定を受けました。
詳細は、本記念誌に編纂されています、小林学芸員執筆文をご照覧下さい。
近代日本において、明治維新の果たした役割は甚大で、その発祥の地下関において当社の位置づけには大きなものがあります。
今後、維新をテーマとする町づくりが進められるにあたり、櫻山神社は常にその魁としての役割を果たして参りたいと存じます。2018年の明治維新150年までに 四境戦争、晋作没後、大政奉還後150年の年が参ります。縁のイベントも行われることでしょう。固有の歴史をテーマとする町興しが結実し、歴史と文化に裏づけされた、活気溢れる街にならんことを期待します。
記念講話・式　典　（４００字）
平成27年9月19日　シーモールパレスにおいて　櫻山神社 創建150年記念式典を催行。古川薫先生に『高杉晋作の死生観』と題し記念講話を頂いた。

それは、松陰先生が高杉晋作によせた「死んで大業を残せるとしたら何時でも死になさい、生きて大業をなせるとしたら生きなさい」の言葉の中に込められている。故に晋作は、途中の艱難は避け、『功山寺に決起し、藩論を一新、討幕へ』一直線に突き進んだ。
晋作は、藩命を受け文久三年六月馬関に入る。奇兵隊結成を経て、調練場として　新地岡の原(現櫻山神社境内1帯)が選ばれ開墾が始まる。続いて、いずれ死に赴く隊士の為に生墳をとの発議、我が国最初の招魂場の建設が始まった。その後、現地を視察した五卿の提言で拝殿が併設、慶応元年8月竣工祭典が挙行されてより、本年150年を迎えた
　古川先生の小気味よい語りに、参集者一同魅了された。講話の後、式典挙行。
実行委員長　プロフィール

林　眞一郎　　　平成7年(創建130年)　総代拝命　現在責任総代。
　　　　　　　　平成17年　創建140年を期して、創建祭再興、拝殿･境内地

整備等　140年記念事業実行委員会 事務局長として奉仕
